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研究成果の概要（和文）：咬合位の変化により生じる咀嚼機能への影響を定量化することを目的

とした。咀嚼に与える影響を定量化する新たな方法として、加速度センサーを用いた測定シス

テムの開発を行った。これは下顎運動の加速度を測定するシステムで、計測後に加速度の時間

微分である躍度を算出することにより運動のなめらかさを定量化することに成功した。このパ

ラメータの信頼性を検証した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： Jerk-cost as a measure of jaw movement smoothness has been used 
to evaluate the masticatory function of patients with tooth loss and malocclusion. Jerk-cost 
measuring systems have thus far been unable to determine the jerk-cost of each chewing 
phase over time. The purpose of this study was to evaluate the effect of the changes of the 
occlusion by measuring the musticatory movement. In this study, the new methods were 
developed using an Accelerometer and verified the reliability of this method. 
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１．研究開始当初の背景 
 
不正な咬合位を伴う多数歯欠損に対し補綴
処置を行う場合，咬合位の修正の必要性につ
いては議論のあるところである．この問題を
解決するためには咬合位の変化により生じ

る咀嚼機能への影響の定量化が必須である．
これには篩分法に代表される，咀嚼された試
料を計測し，それを評価する方法などの報告
が数多く見られるが，咬合位による影響を定
量化した報告は見当たらない．また，これま
でに報告されている方法は咀嚼運動そのも
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のに着目していないため，神経筋機構に関連
する機能的要素を評価しているか疑問であ
る．そこで，本研究では機能的要素も含めた
咀嚼機能を定量化することにより，チェアサ
イドで欠損歯列者の咬合位を診査する装置
開発をおこなうものとした． 
 
２．研究の目的 
運動の滑らかさを測定する装置を開発する． 
装置の信頼性を検証する． 
３．研究の方法 
運動の滑らかさの評価には，以下の式で算出
される Jerk-Costを用いる。 
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下顎運動は超小型３軸加速度センサーを下
顎に貼付する方法を開発した。貼付方法を上
図に示した。 
TPA-加速度センサー 
CT-両面テープ 
MT-メディシンテープ 
 
チューイングガム咀嚼を測定した。 
加速度センサーから得られた電圧はプリア
ンプにて 100 倍に増幅後、16bit, 1kHz のサ
ンプリングレートにて A/D 変換を行った． 
5 名において，開口相，閉口相，インターカ
スパル相に分類し，各相における Jerk-Cost
を Origin 8 Pro(Origin Lab, MA, USA)を用
いて算出した． 
信頼性の検証は，Inter-examiner, Intra- 
examiner, Test retest における級内相関係
数を用いた． 
 
４．研究成果 
Jerk-Cost について得られた結果を以下に示
す． 

 
 
また、Inter-examiner, Intra- examiner, 
Test retest における級内相関係数は、それ
ぞれ，0.88, 0.84, 0.80 となった． 
また，本方法では経時的な表示が可能となっ
た．下図(d)において，任意の時間から任意
の時間までを積分した値，すなわち面積が
Jerk-Cost となり，視覚的な評価が容易にで
きることが明らかとなった． 
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